
一
致
団
結
。
笑
顔
は
じ
け
る
体
育
祭

　

９
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
運
動
会
・

体
育
大
会
が
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
に
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
＝
Ｐ
７
）



整備が進む町総合運動公園

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）

で
は
、
毎
年
度
、
前
年
度
の
決
算
を

議
会
に
提
出
し
た
後
、
健
全
化
判
断

比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
）
と
、
公
営
企
業
会
計

の
資
金
不
足
比
率
を
公
表
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
度
決
算
に
基
づ
く
長
島
町
の
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

健
全
化
判
断
比
率	

　

①
実
質
赤
字
比
率

　

各
年
度
の
経
営
状
況
を
示
す
指
標

で
、
一
般
会
計
な
ど
の
実
質
的
な
赤

字
額
が
、
標
準
的
な
状
態
で
収
入
が

見
込
ま
れ
る
自
治
体
の
一
般
財
源
の

規
模
（
標
準
財
政
規
模
）
に
占
め
る

比
率
を
表
し
ま
す
。
本
町
の
一
般
会

計
な
ど
は
黒
字
の
た
め
、
実
質
赤
字

比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
が
一
般
会
計
な
ど

の
実
質
的
な
赤
字
額
で
あ
る
の
に
対

し
、
こ
ち
ら
は
自
治
体
の
す
べ
て
の

会
計
を
通
し
て
の
赤
字
額
が
、
標
準

財
政
規
模
に
占
め
る
比
率
を
表
し
て

い
ま
す
。
本
町
の
全
て
の
会
計
は
黒

字
の
た
め
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は

算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

③
実
質
公
債
費
比
率

　

自
治
体
の
公
債
費
に
よ
る
財
政
負

担
の
度
合
い
を
判
断
す
る
指
標
で
、

３
カ
年
の
平
均
で
示
さ
れ
ま
す
。
公

債
費
と
は
、
自
治
体
が
発
行
し
た
町

債
の
元
本
の
返
済
や
利
息
の
支
払
い

な
ど
に
要
す
る
経
費
で
す
。
本
町
の

実
質
公
債
費
比
率
は
７
・
６
％
と
な

り
、
早
期
健
全
化
基
準
25
％
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

④
将
来
負
担
比
率

　

自
治
体
が
将
来
に
支
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
財
政
負
担
が
、
標

準
財
政
規
模
の
何
倍
に
あ
た
る
か

を
示
す
指
標
で
す
。
本
町
の
将
来
負

担
比
率
は
６
・
９
％
と
な
り
、
早
期

健
全
化
基
準
（
３
５
０
・
０
％
）
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

２　

資
金
不
足
比
率

　

簡
易
水
道
や
下
水
道
事
業
な
ど
の

公
営
企
業
ご
と
の
各
年
度
の
経
営
状

況
を
示
す
指
標
で
、
各
公
営
企
業
の

資
金
の
不
足
額
が
各
企
業
の
事
業
の

規
模
（
料
金
収
入
の
規
模
）
に
占
め

る
比
率
を
表
し
ま
す
。
本
町
の
公
営

企
業
に
資
金
不
足
が
生
じ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
資
金
不
足
比
率
は
算
定

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（※）「実質赤字比率」および「連結実質赤字比率」で指標（％）の表記がない（「－」
で表記している）のは、実質赤字額および連結実質赤字額がないことを表しています。

○長島町の平成 30年度決算に基づく各指標
★健全化判断比率

★資金不足比率

（単位：％）

（単位：％）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
財
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

○
各
指
標
の
基
準

　

各
指
標
の
基
準
を
サ
ッ
カ
ー
に

例
え
る
と
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
に

相
当
す
る
の
が
「
早
期
健
全
化
基

準
」お
よ
び「
経
営
健
全
化
基
準
」。

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
に
相
当
す
る
の
が

「
財
政
再
生
基
準
」
で
す
。
４
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
１
つ
で
も
「
早
期
健
全
化

基
準
」
以
上
と
な
る
と
「
早
期
健

全
化
団
体
」
と
な
り
、「
財
政
健

全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
自
主
的

な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
の
早
期

健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
同
様
に
「
財
政
再
生

基
準
」
以
上
と
な
る
と
「
財
政
再

生
団
体
」
と
な
り
、「
財
政
再
生

計
画
」
を
策
定
し
、
国
、
県
の
強

力
な
関
与
の
下
で
確
実
な
財
政
の

再
生
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
資
金
不
足
比
率
が
「
経

営
健
全
化
基
準
」
以
上
に
な
る
と

「
経
営
健
全
化
団
体
」と
な
り
、「
経

営
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
公

営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
30
年
度
財
政
指
標
を
公
表

平成 30年度指標 平成29年度(参考) 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 － ( ※ ) － ( ※ ) 14.61 20.0

②連結実質赤字比率 － ( ※ ) － ( ※ ) 19.61 30.0

③実質公債費比率 		7.6 		7.8 25.0 35.0

④将来負担比率 		6.9 		0.6 350.0

平成 30年度指標 平成29年度 (参考 ) 経営健全化基準

簡易水道特別会計

資金不足額

無し

資金不足額

無し
20.00

諸浦港埠頭特別会計

農業集落排水特別会計

漁業集落環境整備特別会計

特定地域生活排水処理特別会計

太陽光発電特別会計

第
３
回
議
会
定
例
会

町
道
整
備
な
ど
に
５
５
１
７
万
１
千
円
を
追
加

企画財政課
水俣獅子島航路補助金 6,042

福祉事務所
風の杜こども園施設整備補助金 6,178
地域子ども・子育て支援事業 1,852

景観推進課
行人岳トイレ整備に係る地質調査委託料 3,773

水道課
水道料金改定に係る指導助言業務委託料 1,958
汐見漁業集落排水施設設備修繕 407
幣串漁業集落排水施設設備修繕 867

農林課
森林環境譲与税基金積立金 3,860

耕地課
ため池ハザードマップ作成委託料（加世堂・田尻） 6,000
農業基盤整備促進事業 4,500

教育総務課
小学校空調設置に伴う光熱水費など 10,935
中学校空調設置に伴う光熱水費など 10,047

建設課
県営事業負担金（平尾川床線・川床工区） 3,000
唐隈線の整備 10,853
指江川床線の整備 2,179
瀬戸小島線の整備 556
浦汐屋茅屋線の整備 20,000
早尾掛線の整備 821
県営事業負担金（指江港） 24,840
県営事業負担金（片側港） 4,000

追加された予算の主な事業
単位：千円

　

９
月
６
日
か
ら
19
日
ま
で
、
令
和
元
年

第
３
回
長
島
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
10
月
１
日
か
ら

の
改
正
税
率
に
伴
う
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
太

陽
の
里
な
ど
の
町
有
施
設
の
利
用
料
金
を

適
正
に
転
嫁
す
る
た
め
の
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
５
５
１
７
万
１
千
円
追
加
）、

町
総
合
運
動
公
園
整
備
工
事
請
負
契
約
な

ど
計
15
議
案
を
可
決
。
平
成
30
年
度
決
算

に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、
平
成
30

年
度
長
島
町
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

中
間
く
る
み
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
を
答

申
。
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す

る
意
見
書
と
し
て
発
委
１
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
主
な

事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

23



↑赤潮被害域に防除剤を散布↑ VR ゴーグルを手にする関係者

↑
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
被
害
域
の
水
質
調
査

↑三反園知事に要望書を手渡す川添町長ら

わが町の地方創生

　

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け

て
八
代
海
で
発
生
し
た
赤
潮
が
本
町

海
域
を
襲
い
、
東
町
漁
業
協
同
組
合

（
長
元
信
男
組
合
長
）
の
養
殖
ブ
リ

な
ど
に
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

県
は
９
月
５
日
、
同
漁
協
の
ブ

リ
の
被
害
が
計
８
万
６
８
６
０
匹
、

１
億
２
０
６
０
万
円
に
上
っ
た
と
発

表
し
、
本
町
で
は
平
成
28
年
以
来
の

大
規
模
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
21
日
、
管
内
海
域
で
有
害
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
「
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
・
ア

ン
テ
ィ
ー
カ
」
を
確
認
し
、
県
が
赤

潮
警
報
を
発
令
。
同
漁
協
で
は
、
い

け
す
を
避
難
さ
せ
た
り
、
餌
止
め
を

し
た
り
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

　

一
時
は
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
の
細
胞
数

が
減
少
し
た
も
の
の
、再
び
増
殖
し
、

９
月
３
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
柏
栗

沿
岸
や
幣
串
、脇
崎
、宮
ノ
浦
、薄
井
、

伊
唐
な
ど
に
被
害
が
及
び
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
、
川
添
町
長
、
長
元
組

合
長
ら
は
今
回
受
け
た
被
害
の
支
援

内
容
を
盛
り
込
ん
だ
要
望
書
を
三
反

園
訓
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。
三
反

園
知
事
は
「
で
き
る
こ
と
を
全
面
的

に
支
援
し
て
い
く
」と
話
し
ま
し
た
。

Ｖ
Ｒ
で
空
き
家
紹
介
サ
ー
ビ
ス

赤
潮
で
ブ
リ
８
万
７
千
匹
被
害

８
月
21
日
（
水
）　
県
赤
潮
警
報
発
令

　
　
　
　
　
　
　
　

八
代
海
で
着
色
、
湯
ノ
口
で
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
を
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　

管
内
餌
止
め　
　
　
　
　
　
　

　
　

29
日
（
木
）　
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
の
細
胞
数
が
減
少

　
　
　
　
　
　
　
　

餌
止
め
解
除

　
　

30
日
（
金
）　
シ
ャ
ト
ッ
ト
ネ
ラ
の
細
胞
数
が
増
殖

　
　
　
　
　
　
　
　

餌
止
め

９
月
１
日
（
日
）　
着
色
域
が
獅
子
島
北
部
沖
合
ま
で
南
下

　
　

２
日
（
月
）　
東
町
漁
協
緊
急
理
事
会
で
協
議

　
　

３
日
（
火
）　
柏
栗
沖
で
被
災

　
　
　
　
　
　
　
　

町
・
東
町
漁
協
合
同
赤
潮
対
策
本
部
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　

県
赤
潮
対
策
本
部
設
置

　
　

４
日
（
水
）　
幣
串
、
脇
崎
、
宮
ノ
浦
、
薄
井
、
伊
唐
で
被
災

　
　
　
　
　
　
　
　

幣
串
、
宮
ノ
浦
は
一
部
埋
設

　
　

５
日
（
木
）　
脇
崎
、
宮
ノ
浦
で
死
魚
の
回
収

　
　
　
　
　
　
　
　

幣
串
埋
設
終
了

　
　

６
日
（
金
）　
宮
ノ
浦
埋
設
終
了

　
　

８
日
（
日
）　
管
内
全
域
の
赤
潮
ほ
ぼ
消
滅

　
　
　
　
　
　
　
　

給
餌
再
開

　
　

12
日
（
木
）　
県
赤
潮
警
報
解
除

　
　
　
　
　
　
　
　

県
赤
潮
対
策
本
部
解
散

　
　
　
　
　
　
　
　

町
・
東
町
漁
協
合
同
赤
潮
対
策
本
部
解
散

10
月 

４
日
（
金
）　

川
添
町
長
、
長
元
組
合
長
ら
が
県
へ
要
望
書
提
出

赤
潮
発
生
状
況
の
経
過
と
対
応

川
添
町
長
ら
支
援
策
を
県
に
要
望

　

町
は
移
住
・
定
住
促
進
施
策
と
し

て
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
（
Ｖ

Ｒ
）
を
活
用
し
た
空
き
家
紹
介
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
町
と
空
き
家
の
活
用
に
関

す
る
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
株
式

会
社
川
商
ハ
ウ
ス
（
鹿
児
島
市
）
と

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
（
東
京
都
）、
長

島
未
来
企
画
合
同
会
社
に
よ
る
連
携

事
業
で
、
物
件
の
内
部
や
外
観
、
立

地
状
況
な
ど
を
３
６
０
度
に
展
開
す

る
高
解
像
度
画
像
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
し
た
人
の

視
点
の
移
動
に
合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、

現
地
に
い
る
よ
う
な
感
覚
で
物
件
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｖ
Ｒ
機
器
は
役
場
地
方
創
生
課
、

川
商
ハ
ウ
ス
長
島
支
店
、
同
鹿
児
島

支
店
の
３
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
東
京
都
内
の
地
方
移
住
希
望
者

相
談
施
設
な
ど
へ
の
設
置
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
20
日
に
役
場
庁
議
室
で
行
わ

れ
た
記
者
発
表
会
で
川
添
町
長
は

「
空
き
家
活
用
の
促
進
と
と
も
に
、

専
門
的
な
技
術
が
農
業
や
観
光
分
野

な
ど
に
も
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
な
ど
と
連
携

町
内
で
完
成
披
露
試
写
会

皆
で
感
動
を
味
わ
お
う

　

本
町
が
舞
台
の
映
画
「
夕
陽
の
あ
と
」
の
完
成
披
露
試
写

会
を
町
内
で
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
試
写
会
は
全
国
で
一
番
早
い
公
開
と
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

町
内
で
の
無
料
上
映
会
は
来
年
も
開
催
予
定
で
す
。
日
程

な
ど
の
詳
細
は
広
報
長
島
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
26
日
（
土
）

　

開
場　

午
後
５
時
30
分　

　

上
映
時
間　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
45
分

○
場
所
＝
町
文
化
ホ
ー
ル

○
料
金
＝
無
料
（
応
募
不
要
）

※
席
数
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
希
望
者
が
多
い
場
合
は
入
場

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
地
方
創
生
課
地
方
創
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
０
１
［
直
通
］
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↑川添町長が敬老祝い（桃源郷）

↑班対抗で盛り上がった「ゲート通し競争」

元気に 100 歳を迎えた鶴長さん（写真中央）

①

②

③

④

⑤

⑥

い
つ
ま
で
も
元
気
で

　

長
生
き
し
て

　

町
で
は
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽

く
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
を
敬
愛

し
、
長
寿
を
祝
う
敬
老
訪
問
を
９
月

５
日
に
行
い
、
川
添
町
長
ら
が
高
齢

者
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
敬
老
お
祝
い

金
を
支
給
し
ま
し
た
。

　

今
年
１
０
０
歳
を
迎
え
た
鶴
長
ア

ヤ
メ
さ
ん
（
唐
隈
）
宅
で
は
、
川
添

町
長
が
記
念
と
し
て
お
祝
い
状
を
贈

り
、「
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い
て
く

だ
さ
い
」
と
祝
福
し
ま
し
た
。

　

今
で
も
洗
濯
や
畑
仕
事
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
鶴
長
さ
ん
。
長
生
き

の
秘
訣
は
健
康
的
な
食
事
を
取
る
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

　

同
日
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桃
源

郷
で
は
、
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
川
添
町
長
が
一
人
ひ
と
り
に
声

を
掛
け
、入
所
者
と
交
流
し
た
ほ
か
、

歌
や
ダ
ン
ス
の
余
興
が
あ
り
、
楽
し

い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。　

各
地
で
敬
老
行
事

敬
老
訪
問

　

敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
、
９
月
14

日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、
町
内
各
地

で
敬
老
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

敬
老
祝
賀
会
で
は
、
地
域
住
民
が

郷
土
芸
能
や
歌
な
ど
を
披
露
し
、
会

場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

浦
底
集
落
で
は
、
15
日
に
敬
老
の

日
大
運
動
会
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

浦
底
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
大
堂

巖い
わ
おさ
ん
は
「
定
期
的
に
集
ま
り
、
話

を
し
た
り
、
健
康
体
操
に
取
り
組
ん

だ
り
す
る
こ
と
で
、
皆
元
気
で
運
動

会
を
迎
え
ら
れ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ

ま
し
た
。

町内の高齢者
などの状況

年　代　別 人　　数
100 歳以上  11 人（男性  ５・女性  ６）

95 歳～ 99 歳  66 人（男性   12・女性  54）
90 歳～ 94 歳 249 人（男性   66・女性  183）
85 歳～ 89 歳 490 人（男性  155・女性  335）
80 歳～ 84 歳 642 人（男性  241・女性  401）
75 歳～ 79 歳 605 人（男性  276・女性  329）
70 歳～ 74 歳 709 人（男性  344・女性  365）
65 歳～ 69 歳 935 人（男性  479・女性  456）

　

（令和元年９月 30 日現在）

町内の 65 歳以上人口

男性　1,578 人
女性　2,129 人

高齢化率　35.7 ㌫

年代別人口

総人口 10,387 人

平均年齢　50.4 歳
　男性　48.1 歳
　女性　52.5 歳

① 150 ㍍走（伊唐小学校）
②大玉ころがし（獅子島小中学校）
③蔵小ハリケーン（蔵之元小学校）
④フォークダンス（平尾中学校）
⑤開会式で「若い力」の斉唱　（鷹巣中学校）
⑥異種目リレー（川床中学校）

熱
い
心
と

　
　

輝
く
姿

　

町
内
の
中
学
校
５
校
と
小
学
校
７

校
の
体
育
大
会
・
運
動
会
が
９
上
旬

か
ら
下
旬
に
か
け
て
開
か
れ
、
児
童

や
保
護
者
ら
が
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に

参
加
し
、
校
庭
は
に
ぎ
や
か
な
歓
声

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
番
に
向
け
て
約
１
カ
月
間
準
備

や
練
習
を
重
ね
て
き
た
児
童
・
生
徒

た
ち
。
観
覧
席
で
は
我
が
子
の
勇
姿

を
見
届
け
よ
う
と
保
護
者
が
カ
メ
ラ

を
片
手
に
盛
ん
に
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

体
育
大
会
・
運
動
会
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↑県共進会で優秀賞を受賞した「やま号」

↑県共進会で優秀賞を受賞した「いずみ 479 号」

↑町秋季共進会の審査の様子

↑川添町長に受賞報告した宮路ファームの社員ら

期
待
が
高
ま
る
長
島
牛

　

令
和
元
年
度
長
島
町
秋
季
畜
産
共

進
会
が
9
月
４
日
、
毎
床
家
畜
審
査

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
育

成
牛
30
頭
が
出
場
し
、
月
齢
ご
と
の

個
体
審
査
と
比
較
審
査
が
行
わ
れ
、

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に
浦
底

初
男
さ
ん
（
浦
底
）
の
所
有
牛
「
や

ま
号
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

長
島
町
秋
季
畜
産
共
進
会

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

三
部
一
席
　
浦
底
初
男

▽
種
牛
一
部　

セ
リ
終
了
後
～
12
カ
月

　

最
優
秀
賞

　
　

一
席　

町
田
光
彦

　
　

二
席　

市
尾　

德

　
　

三
席　

森
山
秋
美

　

優
秀
賞

　
　

福
山
健
一　

兒
玉
美
津
子

▽
種
牛
二
部　

12
カ
月
～
16
カ
月

　
最
優
秀
賞

　　

一
席　
繁
殖
セ
ン
タ
ー

　
　

二
席　

赤
嵜　

清

　
　

三
席　

丸
橋
幸
治

　
　

四
席　

古
川
修
一

　
　

五
席　

浦
底
初
男

　
　

六
席　
繁
殖
セ
ン
タ
ー

　

令
和
元
年
度
出
水
地
区
秋
季
畜
産

共
進
会
が
９
月
10
日
、
出
水
中
央
家

畜
市
場
で
開
催
さ
れ
、
出
水
地
区
内

の
育
成
牛
45
頭
が
４
部
門
に
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
一
部
に
３
頭
、
二
部
に

６
頭
、
３
部
に
４
頭
、
成
雌
の
部
に

５
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に
繁

殖
セ
ン
タ
ー
の
所
有
牛
「
い
ず
み

４
７
９
号
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

出
水
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

二
部
一
席
　
繁
殖
セ
ン
タ
ー

▽
種
牛
一
部　

セ
リ
終
了
後
～
12
カ
月

　

最
優
秀
賞

　
　

一
席　

町
田
光
彦

　
　

二
席　

市
尾　

德

　
　

三
席　

森
山
秋
美

▽
種
牛
二
部　

12
カ
月
～
16
カ
月

　

最
優
秀
賞　

　
　

一
席　
繁
殖
セ
ン
タ
ー　

　
　

二
席　

赤
嵜　

清　

　
　

三
席　

丸
橋
幸
治　

　
　

六
席　
繁
殖
セ
ン
タ
ー

　

優
秀
賞　

　
　

古
川
修
一　

浦
底
初
男

▽
種
牛
三
部　

17
カ
月
～
23
カ
月

　

最
優
秀
賞

　
　

一
席　

浦
底
初
男

　
　

二
席　

町
口　

光

　

優
秀
賞

　
　

浦
底
初
男

▽
成
雌
の
部　

初
産
月
齢
28
カ
月
以
内

　

最
優
秀
賞

　
　

三
席　
繁
殖
セ
ン
タ
ー

　

優
秀
賞

　
　

町
田
光
彦　

樫
谷　

文　

　
　

町
口　

光　

浦
底
初
男 宮

路
フ
ァ
ー
ム
が

　

農
林
水
産
大
臣
賞

　

九
州
の
Ｊ
Ａ
系
統
農
家
が
肥
育
技

術
を
競
う
第
43
回
九
州
管
内
系
統
和

牛
枝
肉
共
励
会
の
表
彰
式
が
９
月
７

日
、
Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
九
州

営
業
本
部
（
福
岡
県
太
宰
府
市
）
で

行
わ
れ
、
個
人
の
部
で
株
式
会
社
宮

路
フ
ァ
ー
ム
（
矢
堂
・
宮
路
優
作
社

長
）
の
枝
肉
が
最
高
賞
の
金
賞
（
農

林
水
産
大
臣
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
年
に
１
回
開
催
さ
れ
る

も
の
で
、
今
回
は
九
州
８
県
か
ら
各

17
頭
ず
つ
計
１
３
６
頭
が
出
品
。
個

人
の
部
と
産
地
の
総
合
力
を
競
う
団

体
の
部
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
は
全
頭
が
最
高
の
Ａ
５

等
級
に
格
付
け
さ
れ
、
団
体
の
部
で

４
連
覇
、
個
人
の
部
も
５
連
覇
を
達

成
す
る
な
ど
他
県
を
圧
倒
す
る
見
事

な
成
績
で
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

県
連
覇
の
原
動
力
と
な
っ
た
同
社

は
今
大
会
が
初
出
品
で
の
金
賞
受
賞

で
、
そ
の
枝
肉
は
せ
り
で
１
㌔
１
万

円
の
値
が
付
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
審
査
員
長
を
務
め

た
日
本
食
品
格
付
協
会
の
芳
野
陽
一

郎
専
務
が
金
賞
を
受
賞
し
た
枝
肉
を

「
脂
肪
の
質
が
良
く
、
光
沢
も
艶
や

か
。
特
に
肉
量
が
充
実
し
て
い
る
」

と
講
評
し
ま
し
た
。

　

同
社
社
長
の
優
作
さ
ん
は
「
県
内

は
レ
ベ
ル
が
高
く
、
出
場
だ
け
で
も

光
栄
で
、
金
賞
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ

た
。
令
和
４
年
鹿
児
島
県
開
催
の
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け
て
努
力

し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
副
社
長

の
健
作
さ
ん
は
「
今
後
も
品
質
を
維

持
し
て
、
県
内
で
も
上
位
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
、
会
長

の
義
輝
さ
ん
は
「
食
べ
て
美
味
し
い

肉
作
り
を
こ
れ
か
ら
も
心
掛
け
た

い
」
と
気
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

九
州
枝
肉
共
励
会

　

優
秀
賞

　
　

宮
路
幸
雄　

町
口　

光

　
　

町
田
光
彦　

門
元
政
文　

　
　

浦
底
初
男　

市
尾　

德　

　
　

内
田
秋
宏　

福
山
健
一

▽
種
牛
三
部　

17
カ
月
～
23
カ
月

　

最
優
秀
賞　

　
　

一
席　

浦
底
初
男　

　
　

二
席　

浦
底
初
男　

　
　

三
席　

浦
底
初
男

　

優
秀
賞		

　
　

井
手　

久　

脇
田　

泉　

　
　

町
田
光
彦　

兒
玉
美
津
子　

　
　

町
口　

光

　
　

　

令
和
元
年
度
第
68
回
鹿
児
島
県
畜

産
共
進
会
が
９
月
28
日
に
霧
島
市
の

姶
良
中
央
家
畜
市
場
で
あ
り
ま
し

た
。

　

今
大
会
に
は
県
内
11
地
区
か
ら
３

部
門
に
70
頭
の
出
品
が
あ
り
ま
し

た
。

　

本
町
か
ら
は
出
水
地
区
代
表
と
し

て
若
雌
１
区
に
繁
殖
セ
ン
タ
ー
所
有

牛
「
い
ず
み
４
７
９
号
」、
２
区
に

浦
底
初
男
さ
ん
所
有
牛
「
や
ま
号
」

の
２
頭
が
出
場
し
、
と
も
に
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。	

鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
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上下結線は 50 ㍍間隔

20 ㌢

20 ～ 30 ㌢

危険表示板

アースは１㍍間隔

50 ㌢以上の
高さに設置

電牧器

電気柵の設置例（イノシシ対策の場合）

↑注意喚起は見やすい位置と文字で掲示

実
績
報
告
を
義
務
付
け
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

　

町
で
は
、
特
産
品
直
売
施
設
に
農

産
物
を
出
荷
す
る
こ
と
や
農
家
の
生

産
意
欲
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
１

ア
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
支
援
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
内
で
野
菜
作
り
に
挑
戦
し

て
み
た
い
か
た
、
農
産
物
の
出
荷
期

間
拡
大
を
目
指
し
た
い
か
た
な
ど
を

対
象
に
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
事
業
対
象
年
度
＝
令
和
２
年
度

○
事
業
対
象
品
目

　

町
内
の
直
売
施
設
出
荷
用
の
「
野
菜
」

　

※
町
内
の
直
売
施
設
と
は
、「
道

の
駅
黒
之
瀬
戸
だ
ん
だ
ん
市
場
」、

「
道
の
駅
ポ
テ
ト
ハ
ウ
ス
望
陽
」、「
獅

子
島
屋
」
を
指
し
ま
す
。

○
採
択
基
準

　

①
１
戸
の
世
帯
で
設
置
す
る
も
の

　

で
あ
る
こ
と

　

②
受
益
面
積
が
１
㌃

　
（
１
０
０
平
方
㍍
）
以
上
で
あ
る
こ
と

　

③
ハ
ウ
ス
設
置
予
定
地
が
農
地
で

　

あ
る
こ
と

　

※
こ
の
ほ
か
に
も
条
件
な
ど
が
あ

　

り
ま
す

○
補
助
額

　

事
業
実
施
に
要
す
る
経
費
の
２
分

　

の
１
以
内
（
上
限
15
万
円
）

○
申
込
期
限
＝
11
月
20
日
（
金
）

○
そ
の
他

　

事
業
導
入
後
３
年
間
に
限
り
事
業

↑ハウス内で野菜作りに挑戦 ↑事業を利用して設置した１アールハウス

野
菜
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

令
和
２
年
度
１
ア
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
支
援
事
業

大
事
な
農
地
を

イ
ノ
シ
シ
か
ら
守
ろ
う

◎問い合わせ先　　
　役場農林課畜産係
　☎（88）5670 ［直通］

出水地域国産稲ワラ耕畜連携会議で、令和元年度産出水地域稲わら参考価格を決定しましたのでお知らせ

します。稲わらは畜産農家にとって大切な粗飼料資源です。できるだけ野焼きなどをせず、畜産農家に販売

もしくは譲渡してください。

令和元年度稲わら価格
○掛け干しされた稲わら価格　　作付け面積 10 ㌃当たり　10,000 円

○コンバインで切り落とした稲わら価格　　作付け面積 10 ㌃当たり　5,000 円

　【規格および条件】
　　①十分に乾燥させ、長期保存に耐えられるもの

　　②車両が隣接可能な場所に集積してあること

　　③雨天の場合、稲わらが濡れないようにビニールシートなどをかけること

稲わらと堆肥を交換する場合の堆肥の量
○ 10㌃当たり
　２㌧車１台分　

　※堆肥は十分に発酵させた完熟 ( 良質 ) 堆肥とする

　※上記条件に適合しない場合は、両者で協議の上、

　　決定すること

稲わらは大切な資源です ▽
イ
ノ
シ
シ
等
被
害
防
止
事
業

　

電
気
柵
の
購
入
に
掛
か
る
費
用
を

町
が
補
助
し
ま
す
。

　

鹿
児
島
い
ず
み
農
業
協
同
組
合
か

ら
購
入
申
込
書
が
各
世
帯
に
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
か
た
は

申
込
書
に
記
入
の
上
、
各
公
民
館
長

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
電
気
柵
購
入
価
格
（
税
込
）

　

・
２
５
０
㍍
セ
ッ
ト

　
（
約
８
０
０
平
方
㍍
対
応
）

　

５
６
１
０
０
円

　

・
５
０
０
㍍
セ
ッ
ト

　
（
約
２
５
０
０
平
方
㍍
対
応
）

　

７
９
２
０
０
円

○
補
助
率
＝
購
入
価
格
の
50
㌫

○
申
込
期
限
＝
10
月
25
日
（
金
）

▽
鳥
獣
被
害
対
策
実
践
事
業　

　

１
㌶
以
上
の
集
団
農
地
に
つ
い
て

は
、
国
の
交
付
金
で
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
申
し
込
み
方
法

　

本
事
業
は
各
地
区
の
被
害
防
止
組

合
単
位
で
実
施
す
る
こ
と
が
条
件
で

す
。
希
望
す
る
場
合
は
事
業
主
体
の

長
島
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会

（
事
務
局
・
役
場
農
林
課
）
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
被
害
防
止
組
合
が

存
在
し
な
い
地
区
は
組
織
を
立
ち
上

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
申
込
期
限
＝
10
月
25
日
（
金
）

○
柵
の
設
置

　

審
査
で
認
定
後
、
協
議
会
か
ら
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
材
料
が
貸
与

さ
れ
、被
害
防
止
組
合
が
自
ら
施
工
・

管
理
し
ま
す
。
管
理
・
修
繕
な
ど
に

掛
か
る
費
用
は
被
害
防
止
組
合
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

貸
与
期
間
は
14
年
間
で
、
そ
の
後

は
無
償
譲
渡
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

　

　

町
で
は
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
防
止
・
軽
減
を
目
的

と
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
事
業
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
期
限
ま
で
に
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
役
場
農
林
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
気
柵
は
正
し
く
設
置
し
ま
し
ょ
う

○
設
置
基
準

　

電
気
柵
は
電
気
事
業
法
で
設
置
方

法
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
満
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
主
な
基
準
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

必
ず
基
準
を
守
り
、
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　

①
危
険
で
あ
る
旨
の
表
示
を
す
る

　

②
電
気
柵
用
電
源
装
置
を
使
用
す
る

　

③
漏
電
遮
断
器
を
設
置
す
る

　

④
開
閉
器
（
ス
イ
ッ
チ
）
を
設
置
す
る

○
安
全
管
理

　

平
成
27
年
に
静
岡
県
で
電
気
柵
に

よ
る
感
電
で
死
亡
事
故
が
起
き
て
い

ま
す
。

　

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
安
全
管
理
を

徹
底
し
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

　

・
不
法
改
造
を
し
な
い

　

・
民
家
付
近
に
設
置
し
な
い

　

・
子
ど
も
を
近
付
か
せ
な
い

　

・
公
道
沿
い
に
設
置
し
な
い

○
効
果
的
な
設
置
の
ポ
イ
ン
ト

　

・
動
物
の
口
や
鼻
な
ど
に
触
れ
る

　

高
さ
に
電
柵
線
を
設
置
す
る

　
（
イ
ノ
シ
シ
の
場
合
は
地
面
か
ら

　

約
20
㌢
の
高
さ
）

　

・
ア
ー
ス
は
地
面
に
深
く
垂
直
に

　

埋
設
し
、
１
㍍
間
隔
で
設
置
す
る

　

・
上
下
結
線
は
50
㍍
間
隔
で
つ
な
ぐ

　

・
電
柵
線
が
草
木
に
触
れ
な
い
よ

　

う
に
す
る

　

・
周
辺
は
定
期
的
に
除
草
す
る

　

・
電
気
柵
を
使
用
し
な
い
時
期
は

　

撤
去
す
る

　

電
気
柵
を
設
置
す
る
際
は
設
置
基
準
を
満
た
し
、
週
に
１
度
は
点
検
を
行
い
、
安
全
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］
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鹿児島県最低賃金は時間額 790 円

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最 低 賃 金 額
時 間 額 （円） 効 力 発 生 日

790 令和元年 10 月３日

　鹿児島県最低賃金が令和元年 10月３日から時
間額 790 円に改正されました。
　これは県下のすべての労働者に適用されます。
　ただし、別に定める特定（産業別）最低賃金の
産業に該当する場合は、当該最低賃金が適用され
ます。

　最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなど　
すべての労働者に適用され、使用者は労働者に対
して、最低賃金額以上の賃金を支払わなければな
りません。

◎問い合わせ先
　鹿児島労働局賃金室
　☎ 099（223）8278

※廃残農薬類の回収処理料金は、すべて現金扱いになります。
※農薬容器類は、洗浄せずラベルを付けたまま回収できます。
※回収場所へ運搬する際は、事故の無いよう廃液など廃残農薬の取り扱いに注意してください。
※回収料金は、種類により異なります。（回収処理料金の目安 300 ～ 22,000 円／ kg）
　詳しくは問い合わせください。

回収日 時間 回収場所

11 月 13 日
（水）

9:00 ～
10:00

ＪＡ東事業所馬鈴薯選果場

10:30 ～
11:30

ＪＡ長島事業所馬鈴薯選果場

　出水地域農業用廃プラスチック類適正処理
推進協議会では、廃残農薬類回収を右図のと
おり実施します。
◎問い合わせ先
　役場農林課農政係　☎（88）5670［直通］

農業用廃残農薬類を回収します
　さつま町、湧水町、長島町では「さつ・長・湧水連絡会議」を発足し、幅広い
分野にわたり共通課題の解決に向けた協議などを行っています。
　今回は情報連携の一環として、さつま町、湧水町の秋のイベントを紹介します。

農
産
物
品
評
会
出
品
者
募
集

　

長
島
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
で
は
、
11
月
30
日
に
農
産
物
等
品
評
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

出
品
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
か
た
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

出
品
で
き
る
作
物
に
は
数
量
や
サ
イ
ズ
な
ど
の
規
格
が
あ
り
ま
す
の
で
、

出
品
を
希
望
す
る
か
た
は
早
め
に
野
菜
作
り
に
専
念
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
役
場
農
林
課
内
）

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

作　物　名 数量など 作　物　名 数量など 作　物　名 数量など

青果用甘しょ ５㎏ バレイショ（Ｌ） 12 個 ハクサイ ２個

カブ ３個 深ネギ ５本 ダイコン ２本

カボチャ ２個 キャベツ ２個 ショウガ ２株

ニンジン ５本 サトイモ 10 個 タケノコ ３本

生しいたけ 500g ヤマイモ ２株 ホウレン草 10 本

ブロッコリー ３個 レタス ２個 小ネギ（センモト） 20 本

インゲン（Ｍ） 200g キヌサヤ（Ｌ） 200g 実エンドウ・スナップエンドウ 300g

切り花 ５本 デコポン（３Ｌ） ４個 温州みかん（Ｌ） 12 個

ポンカン（２Ｌ） 12 個 レモン 12 個 紅甘夏（２Ｌ） ５個

スイートスプリング ６個 キンカン １㎏ 柿 ６個

カリフラワー ２個 ハッサク ５個 島みかん 12 個

ボンタン ２個 サワーポメロ ４個 工芸品 自由

▼対象作物と数量など一覧

認
定
農
業
者
制
度

　

認
定
農
業
者
の
認
定
時
期
は
毎
年
５

月
、
９
月
、
２
月
と
し
て
い
ま
す
。

　

認
定
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
認
定
時
期

に
合
わ
せ
て
、
審
査
に
必
要
な
農
業
経
営

改
善
計
画
書
を
作
成
・
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

○
認
定
農
業
者

　

町
で
は
定
め
ら
れ
た
営
農
類
型
（
品
目

や
規
模
な
ど
の
数
値
目
標
）
に
合
わ
せ
て

農
業
経
営
に
取
り
組
む
農
家
を
「
認
定
農

業
者
」
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
今
後

の
地
域
を
支
え
て
い
く
農
業
者
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
、
町
や
関
係
機
関
な
ど
か
ら

各
種
支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
経
営
を
実
現
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

申
請
前
に

認
定
時
期
の
確
認
を

さつま町 第９回奥薩摩「鶴田ダム」ウォーキング大会

↑ダム上部も散策できます

　

西
日
本
最
大
級
の
鶴
田
ダ
ム
湖
畔
を
歩
い

て
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
自
然
を
満
喫
で

き
る
約
12
㌔
の
コ
ー
ス
で
す
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
ダ
ム
を
見
な
が
ら
お
弁
当

を
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

○
日
時
＝
11
月
23
日
（
土
）

　

受
け
付
け　

午
前
８
時
30
分
～

　

ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時

○
集
合
場
所
＝
鶴
田
ダ
ム
下
駐
車
場

○
参
加
料

　

中
学
生
以
上　

１
５
０
０
円

　

小
学
生　

５
０
０
円

　

乳
幼
児　

無
料

○
申
し
込
み
方
法

　

さ
つ
ま
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限
＝
11
月
８
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
つ
ま
町
役
場
商
工
観
光
Ｐ
Ｒ
課
観
光
Ｐ
Ｒ
係

　

☎
０
９
９
６
（
53
）
１
１
１
１

湧 水 町 チェンソーアート全国大会 2019
　

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
に
よ
る
１
本

の
丸
太
か
ら
制
作
さ
れ
る
作
品
は
必
見
で

す
。

　

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
木
登
り
、
木
工
ク
ラ

フ
ト
、
バ
ル
ー
ン
教
室
な
ど
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

霧
島
ア
ー
ト
の
森
で
は
、
３
日
に
無
料
開

放
さ
れ
、湧
水
マ
ル
シ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
開
催
期
間

　

11
月
２
日
（
土
）
～
11
月
３
日
（
日
）

○
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
会
場
＝
栗
野
岳
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
周
辺

○
入
場
料
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

湧
水
町
高
原
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局

（
湧
水
町
役
場
産
業
振
興
課
内
）

　

☎
０
９
９
５
（
74
）
３
１
１
１

↑チェンソーさばきに見ごたえのある全国大会
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長島町で働ける求人情報！
・９月１日～９月３０日ハローワーク出水で掲載受理された求人です。
・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。求人の詳細に
ついてはハローワーク出水にお尋ねください。

1415



○ 10 月 20 日（日）
県 内 最 速 の バ ル ー ン パ
フォーマー「BAN」が登場
します

（午前 11 時、午後１時 30
分の２回）

２
日~

３
日

４
日

５
日

６
日
～
19
日

８
日

12
日

16
日

18
日

19
日

20
日

21
日

23
日

24
日
～
27
日

28
日

29
日

30
日

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
　
（
大
崎
町
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

花
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

敬
老
訪
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
内
）

長
島
町
議
会
９
月
定
例
会　
　
　
　
（
役
場
）

中
学
校
体
育
大
会
訪
問　
　
（
町
内
中
学
校
）

老
人
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
）

敬
老
訪
問　
　
　
　
　
　
　
　
（
御
所
ノ
浦
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
川
商
ハ
ウ
ス
・
長
島

未
来
企
画
連
携
事
業
記
者
発
表
会　

京
都
府
町
村
会
長
来
庁　
　
　
　
　
（
役
場
）

風
の
杜
こ
ど
も
園
新
園
舎
上
棟
式　
（
川
床
）

あ
か
ね
園
敬
老
長
寿
祭
り　
　
（
あ
か
ね
園
）

阿
久
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
杯
争
奪
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会　
　
　
　
　
　
　
（
阿
久
根
市
）

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理
事
会

　
　
　
　
（
北
海
道
函
館
市
・
青
森
県
大
間
町
）

交
通
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
城
川
内
運
動
広
場
）

小
学
校
運
動
会
訪
問　
　
　
（
町
内
小
学
校
）

北
薩
地
域
行
政
懇
話
会

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

９月

　人間のからだのなぞをとりあ
げ、イラストとともにわかりや
すく解説しています。

　どうろこうじに、すもうのけ
いこなど大いそがしのオオイシ
さん。ある日、いがいな仕事に
さそわれます。

北
村　

直
子　

著

「
オ
オ
イ
シ
さ
ん
」

文
　
こ
ざ
き
　
ゆ
う

「
か
ら
だ
の
な
か
の　

び
っ
く
り
辞
典
」

敬
老
の
座
に
居
て
吾
も
促
さ
れ
琴
弾
き
た
れ
ば
歌
声
の
沸
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

初
に
来
し
岬
の
古
墳
に
潮
の
香
を
運
ぶ
初
秋
の
風
心
地
よ

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

海
よ
り
の
暴
風
強
ま
り
諸
も
ろ
の
思
案
を
絶
ち
て
詩
吟
を

謡
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

吾
が
肩
を
な
づ
る
に
餘
る
秋
の
風
地
面
を
乱
し
て
白
萩
ゆ

る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

夕ゆ
う
か
げ光

を
受
け
つ
つ
昇
る
噴
水
の
秀ほ

さ
き先

を
飽
か
ず
友
と
見
て

を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

日
の
照
り
て
長の
ど
か閑
な
港
す
れ
す
れ
に
鴎
が
一
羽
廻
る
親
し

さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

大
雨
を
束
ね
る
ご
と
く
南は

え風
が
押
す
目
前
走
る
雨
の
波
模

様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

天
草
の
灘
に
赤
し
ゃ
く
こ
う光
残
り
ゐ
て
牧
草
刈
り
終
ゆ
老
の
祝
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

終
戦
忌
そ
の
後
生
き
つ
ぐ
七
十
四
年　
　
　

淵
脇　
　

護

朝
顔
の
明
日
咲
く
色
に
ふ
く
ら
み
ぬ　
　
　

大
堂　

正
弘

こ
の
指
に
止
ま
ら
ず
空
へ
赤
と
ん
ぼ　
　
　

山
嵜
加
代
子

け
さ
の
秋
海
青
々
と
波
静
か　
　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

八
月
の
母
の
仏
飯
渇
き
け
り　
　
　
　
　
　

脇
田　

武
志

手
を
合
わ
す
お
り
ん
の
響
き
残
暑
め
く　
　

大
堂　

早
苗

［
短
歌
］

ダ
レ
ヤ
メ
を
始
む
弟
あ
く
ら
か
き
農
の
疲
れ
を
美
人
と
流

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

今
な
の
か
辺
り
を
裂
い
て
熊
蝉
が
鳴
く
生
ま
れ
遅
し
へ
の

怨
み
の
声
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

沖
縄
に
念
願
か
な
い
慰
霊
碑
前
に
立
ち
わ
れ
手
を
合
わ
せ

祈
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

ふ
と
匂
う
潮
の
香
あ
り
て
ふ
り
向
け
ば
鋸
の
こ
ぎ
り
や
ま山
眼
下
鳶
ら

舞
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

元
気
で
な
笑
顔
を
有
る
た
り
さ
よ
お
な
ら
又
合
う
日
迄
で

頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

秋
雨
に
町
も
山
も
見
え
ざ
り
き

宗
方　

清
明

アートの祭典、いよいよ幕開け

と
ん
ば
う
や
島
の
句
会
は
三
百
回　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

競
ひ
合
ふ
漁
船
の
し
ぶ
き
夏
盛
り　
　
　
　

関　

佳
代
美

過
疎
村
が
賑
わ
う
帰
省
子
等
の
声　
　
　
　

関　

喜
久
雄

県
外
の
車
の
屋
根
に
蜻
蛉
か
な　
　
　
　
　

肥
後　

広
行

朝
顔
や
紺
色
あ
で
や
か
母
の
色　
　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

帰
省
す
ぐ
荷
を
置
き
に
行
く
子
供
部
屋　
　

迫
口　

君
代

秋
暑
し
抜
く
に
は
早
き
お
か
ず
畑　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

造形展フォトコンテスト開催
　造形展の魅力を広く PR するため、Instagram
を活用したフォトコンテストを開催します。
○応募資格＝どなたでも
○題材
　造形展の魅力（造形展会場内で撮影されたもの）
○表彰
　グランプリ　１点
　準グランプリ　２点
　入選　５点以内
　受賞者には本町特産品を贈呈します
○受付期間
　10 月 12 日（土）～ 11 月 20 日（水）

○応募方法
　① Instagram をインストールする
　②長島町公式アカウント「@nagashimacho」　
　をフォローする
　③応募用ハッシュタグ「# ながしま造形展フォ
　トコンテスト」を付けて写真を投稿すると応募
　完了です
○結果発表
　受賞者には Instagram のメッセージ機能を利用
し、その旨を連絡します
　受賞作品は広報長島１月号に掲載します（町
ホームページからでもご覧になれます）
※審査の都合によりスケジュール変更の可能性
があります

　MBC テレビ「どーんと鹿児島」に造形展
が放送されます。
　町民の皆さんが多く出演しますので、ぜひ
ご覧ください。
○放送日時　10 月 30 日（水）（予定）
　　　　　　午後８時～８時 54 分
○内容
　18 回目を迎える、ながしま造形美術展の
舞台裏を描く

造形展が放送されます

　11 月 10 日まで開催される本町の一大イベ
ント「第 18 回ながしま造形美術展」。期間
中は、さまざまなイベントが行われます。
　イベント情報、ステージ使用などについて
は問い合わせください。
◎問い合わせ先
　第 18 回ながしま造形美術展実行委員会　
　（役場企画財政課内）
　☎（86）1134［直通］

各種イベント実施
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秋
季
全
国
火
災
予
防
活
動

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
１

週
間
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死

者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も

に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
火
災
予
防

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
令
和
元
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語	

「
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で
確

認　

火
の
用
心
」	

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　

☎（
86
）０
１
１
９［
東
分
遣
所
］

　

☎（
88
）５
３
３
３［
長
島
分
遣
所
］

　
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
開
催

　

税
務
署
で
は
軽
減
税
率
制
度
に

基
づ
い
た
申
告
に
必
要
な
区
分
整

理
・
記
帳
や
決
算
処
理
、
申
告
書

の
作
成
方
法
な
ど
に
関
す
る
説
明

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

・
10
月
16
日
（
水
）

　
　

①
午
前
10
時
～
11
時

　
　

②
午
後
２
時
～
３
時

　

・
11
月
14
日
（
木
）

　
　

①
午
前
10
時
～
11
時

　
　

②
午
後
２
時
～
３
時

　

・
12
月
11
日
（
木
）

　
　

①
午
前
10
時
～
11
時

　
　

②
午
後
２
時
～
３
時

※
①
と
②
の
内
容
は
同
じ
で
す
。

○
場
所

　

出
水
税
務
署（
出
水
市
昭
和
町
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

税
制
研
修
会
開
催

　

北
薩
法
人
会
事
務
局
で
は
「
税

を
考
え
る
週
間
」
税
制
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
11
日
（
月
）

　

午
後
４
時
～
６
時
30
分

○
会
場

　

ホ
テ
ル
キ
ン
グ

　
（
出
水
市
向
江
町
５
‐
18
）

○
定
員
＝
１
０
０
人

○
参
加
料
＝
無
料

○
内
容

　

・
第
一
部

　
　
「
軽
減
税
率
制
度
と
イ
ン
ボ

　

イ
ス
方
式
に
つ
い
て
」

　

・
第
二
部

　
　
「
私
の
企
業
再
生
、
地
方
再

　

生
～
観
光
産
業
か
ら
考
え
た
こ

　

と
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
社
団
法
人
北
薩
法
人
会
事
務
局

　

☎
（
62
）
１
３
３
８

長
崎
鼻
灯
台
一
般
公
開

　

串
木
野
海
上
保
安
部
で
は
、
11

月
１
日
の
「
灯
台
記
念
日
」
に
ち

な
ん
で
、
長
崎
鼻
灯
台
を
一
般
公

開
し
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
４
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
時
間
は
天
候
な
ど
で
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
内
容

　

・
灯
台
施
設
、
機
器
の
案
内

　

・
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示

　

・
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

　

・
制
服
の
試
着

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

串
木
野
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
９
９
６
（
32
）
２
２
０
５

境
界
ト
ラ
ブ
ル
休
日
無
料
相
談
所

　

平
日
に
境
界
問
題
な
ど
の
相
談

窓
口
な
ど
を
利
用
で
き
な
い
か
た

の
利
便
を
図
る
た
め
、
休
日
に
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
（
薩
摩
川
内
市
若
葉
町
４
‐
24
）

○
相
談
内
容

　

境
界
の
ト
ラ
ブ
ル
や
筆
界
特
定

に
関
す
る
相
談

○
相
談
担
当

　

土
地
家
屋
調
査
士
、
弁
護
士
、

法
務
局
職
員

○
申
込
締
切
＝
11
月
22
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
９
４
３

交
通
事
故
に
関
す
る
弁
護
士
相
談

　

県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
交
通

事
故
に
関
す
る
弁
護
士
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
希
望
さ
れ

る
か
た
は
事
前
に
相
談
所
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
時
間
に
限
り
が

あ
る
の
で
、
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
６
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
４
時

○
場
所

　

交
通
事
故
相
談
所
（
県
庁
内
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

交
通
事
故
相
談
所

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
２
６

11
月
は
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

　

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法

時
な
ど
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
毎

年
11
月
を
「
不
法
投
棄
防
止
強
化

月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の

啓
発
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化
し
て
い
ま

す
。

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で

す
。

　

こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が

「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な

い
。
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄

の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発

見
し
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
３
１
６
７

　

県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
８
１
０

猫
の
適
正
飼
養

　

出
水
保
健
所
管
内
で
は
猫
に
関

す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

他
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
の

な
い
よ
う
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
、
猫
を
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ

て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
室
内
飼
養

　

交
通
事
故
や
病
気
な
ど
の
危
険

か
ら
守
る
た
め
に
、
猫
は
室
内
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。
猫
の
糞
尿
や
菜

園
荒
ら
し
な
ど
周
り
の
人
に
迷
惑

を
掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

○
不
妊
・
去
勢

　

不
幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

不
妊
・
去
勢
は
猫
の
病
気
の
予

防
や
マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の
減
少
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

○
所
有
者
明
示

　

飼
い
猫
だ
と
分
か
る
よ
う
に
所

有
者
を
明
示
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所
衛
生
係

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　

こ
の
宝
く
じ
は
市
町
村
振
興
を

目
的
と
し
て
お
り
、
収
益
金
は
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す

○
発
売
期
間

　

10
月
18
日
（
金
）
ま
で

○
抽
選
日
＝
10
月
30
日
（
水
）　

○
主
な
当
せ
ん
金

　

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
　

１
等　

３
億
円
×
８
本

　
　

前
後
賞　

１
億
円
×
16
本

　
　

組
違
い
賞　

10
万
円
×
７
９
２
本

※
発
売
総
額
２
４
０
億
円
・
８
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
市
町
村
振
興
協
会

　

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
１
０
０
１

　町では高速光通信サービス整備に伴い、来庁者
の待ち時間の利活用や観光情報収集などを目的に
役場鷹巣庁舎に公衆無線 LANを整備しました。
　無線 LAN（Wi-Fi）機能を搭載したスマートフォ
ンやノートパソコン、タブレット端末などのモバ
イル機器で利用できます。
○利用料金＝無料
○接続時間＝１回 30分（１日８回まで）
○ SSID＝「Nagashima_FreeWi-Fi」
○接続方法
　各端末のWi-Fi ネットワーク画面から SSID
「Nagashima_FreeWi-Fi」を選択。画面に従い、メー
ル認証を行ってください。
◎問い合わせ先
　役場企画財政課電算係
　☎（86）1134［直通］

役場鷹巣庁舎に
Wi-Fi 開設

1819



↑キジに興味津々な園児たち

行人岳でキジの放鳥

元
　行人岳付近の鳥獣の保護と繁殖を目的に９月６
日、東猟友会（上田利則会長）は同所で約 40 年ぶ
りにキジの放鳥を行いました。
　今回は平尾保育園の園児ら 21 人も参加。ふ化
後 90 日程度の二ホンキジ 12 羽が準備され、同会
会員からキジの生態などの説明があった後、放鳥が
行われました。
　合図とともにキジが放たれると、元気よく周囲の
草地に飛び込んでいきました。
　大堂鈴

れ い か

夏ちゃんは「元気に育ってほしい」と笑顔
で話しました。

気に育ってね

↑健康運動指導士のレクチャーで体を動かす参加者

元気はつらつ運動教室

つまでも歩けるようにい
　町地域包括支援センターは、高齢者やその支援
者を対象とした元気はつらつ運動教室を８月 21
日に町開発総合センターで実施しました。
　今回は 33 人が参加し、運動指導や脳トレゲー
ムなどユーモアのある内容に参加者は笑顔で取り
組んでいました。
　意見交換では、介護予防・健康増進のために工
夫していることについて、「日ごろから近所のメ
ンバーと運動をするなど交流を持つことが大事」
などという発表がありました。
　参加者らは実技や意見交換を通し「積極的に運
動や交流を続けていきたい」と充実した様子でし
た。

↑優勝した城川内の選手ら

公民館対抗ソフトボール大会

川内が２年ぶりに優勝城
　第 14 回自治公民館対抗対抗ソフトボール大会
が８月 19 日から 28 日にかけてありました。
　今大会にはＡランクに 12 チーム、Ｂランクに
20 チームが出場し、熱戦を繰り広げました。
　Ａランクでは２年ぶりに城川内が優勝、Ｂラン
クでは葛輪が優勝を飾りました。
　大会結果は次のとおりです。
Ａランク

［優勝］城川内［準優勝］小浜［３位］田尻、山中Ａ
Ｂランク

［優勝］葛輪［準優勝］山寺［３位］茅屋、矢堂

↑被害防止に貢献した田口さん（写真中央）

↑仲間から見守られ最後の一打

町老人クラブGG大会

顔ではつらつプレー笑
　町老人クラブ連合会（川添康成会長）による令
和元年度老人クラブ連合会グラウンド・ゴルフ大
会が９月 12 日、川床コミュニティ運動場であり
ました。
　今回は町内の老人クラブから 32 チーム、約
180 人が出場。熱い日差しの中、歓声と笑いの絶
えない白熱した試合を展開しました。
　優勝した母良木Ａと準優勝の田尻Ｂは 10 月 29
日開催の県大会に出場します。
　大会結果は次のとおりです。

［優勝］母良木Ａ［準優勝］田尻Ｂ［３位］茅屋Ｂ↑お手玉を受け取る濵島さん（写真左）

川床サロンがお手玉贈呈

寿を祝いプレゼント長
　川床ふれあい・いきいきサロン（川下真知子代
表）は９月 10 日、町社会福祉協議会を訪問し、
手作りのお手玉 72 個を贈呈しました。
　これは 16 日の敬老の日にちなみ、同サロンが
毎年行っている活動の一環で、お手玉は今後、レ
クリエーションなどで使用される予定です。
　贈呈式の後、お手玉を使ったゲームなどが行わ
れ、サロンのメンバーらと交流を深めました。
　濵島冨江さん（薄井）は「楽しい時間を過ごす
ことができて嬉しい」と喜んでいました。

うそ電話詐欺防止で感謝状

犯意識を心掛けて防
　阿久根警察署では、９月 12 日、うそ電話詐欺
による被害を未然に防いだとしてファミリーマー
ト長島指江店店員の田口亮太さん（出水市）に感
謝状を贈りました。
　７月 27 日、携帯電話で話しながら電子マネー
30 万円分を購入しようとしていた 70 代女性を田
口さんが不審に思い、声を掛けました。電話の相
手と代わり、携帯電話料金未払いの手口を使った
詐欺の可能性があると判断し、阿久根警察署に連
絡。被害防止に至りました。
　田口さんは「身近で起きたことが初めてだった
が、日ごろから意識していたので対応できた。被
害防止できてよかった」と話しました。
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↑
鮮
や
か
に
咲
き
誇
る
コ
バ
ノ
セ
ン
ナ

10,387 (+ １)
  5,037 (- ２)
5,350 (+ ３)

  4,497 (+ １)

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令和元年９月 30日現在
(　) 内は前月比

▽
今
年
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た

小
中
学
校
の
運
動
会
と
体
育
大

会
。
競
技
に
一
生
懸
命
取
り
組
む

子
ど
も
た
ち
。
観
客
席
か
ら
は
保

護
者
や
地
元
住
民
か
ら
の
声
援
が

盛
ん
に
飛
び
交
い
、
私
も
元
気
を

も
ら
え
ま
し
た
。
取
材
で
回
っ
て

い
る
と
各
学
校
で
特
色
が
あ
り
、

独
自
の
競
技
が
行
わ
れ
て
い
る
な

ど
の
新
し
い
発
見
も
あ
り
ま
し

た
。
▽
自
分
が
子
ど
も
の
頃
の
運

動
会
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、
か

け
っ
こ
な
ど
の
順
位
の
こ
と
で
頭

が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
応
援
に
来
て
い
た
親
や
親
戚

に
同
じ
よ
う
に
元
気
を
与
え
て
た

の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
何
年
後

か
は
自
分
が
親
と
し
て
参
加
す
る

運
動
会
。
ど
の
よ
う
な
様
子
で
迎

え
る
の
か
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
（
田
上
徹
）

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

コ
バ
ノ
セ
ン
ナ
が
見
頃
迎
え
る

　

朝
夕
少
し
づ
つ
涼
し
く
な
り
、
秋

の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

長
島
の
秋
の
花
の
１
つ
「
コ
バ
ノ

セ
ン
ナ
」
が
見
頃
を
迎
え
、「
ぐ
る

っ
と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
な
ど

町
内
の
あ
ち
こ
ち
を
黄
色
く
彩
っ
て

い
ま
す
。

　

コ
バ
ノ
セ
ン
ナ
は
、
挿
し
芽
で
簡

単
に
増
や
せ
ま
す
の
で
挑
戦
し
て
み

て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。
挿
し
芽

時
期
は
３
月
か
ら
６
月
が
最
適
で

す
。

○
コ
バ
ノ
セ
ン
ナ

　

科　

名　

マ
メ
科

　

別　

名　

カ
ッ
シ
ャ

　

原
産
地　

ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

　

開　

花　

10
月
か
ら
11
月　

　

せ
ん
定　

花
後
に
行
い
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

2223





月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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10/27 ２１

６

２４ ２５ ２６

10/28 10/29

１６

２８

10/30 10/31

２７ ２９ ３０

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

□第 14 回長島町総合文化祭
（３日まで・町文化ホール）

文化の日

○平尾診療所 88-2595
○植村整形外科 72-1041
○市川医院 63-3151
○吉井中央病院 62-3111
○白男川歯科医院 63-0009
□上野薬局 72-1016
□第二緑調剤薬局 63-1177
□マリン薬局 84-2430
□会営薬局 64-8280
◇出水総合医療センター 67-1611

振替休日

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）
○鷹巣診療所 86-0054
○有村産婦人科・内科 73-4180
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○クリニック．なかむら 62-0241
○久木田歯科医院 73-0470
□長島調剤薬局 64-5555
□さかえまち薬局 72-0978
□ふれあい薬局 63-3070

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎特定健診、胃がん検診
（町文化ホール）

◎特定健診、胃がん検診
（保健福祉センター）

○長島クリニック88-6405
○上園医院 73-1055
○恒吉医院 82-0048
○三慶医院 63-2333
○太田歯科クリニック 84-4700
□しおかぜ薬局 88-6011
□本町薬局 73-3233
□タカラ調剤薬局 62-8813
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

□第 64 回長島一周駅伝
競走大会（長島町役場前
スタート）

○鷹巣診療所 86-0054
○内山病院 73-1551
○平田整形外科クリニック 62-8801
○野田診療所 84-2023
○村岡歯科医院 62-0601
□長島調剤薬局 64-5555
□本町薬局 73-3233
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□そうごう薬局 64-8161
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（2カ月）
（保健福祉センター）

□第６回長島つわぶき
ウォーキング（町総合町
民体育館駐車場）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

勤労感謝の日

○平尾診療所 88-2595
○鶴見医院 73-0553
○おかだクリニック 63-7011
○せき耳鼻咽喉科クリニック64-1187
○塩山歯科医院 62-2634
□会営薬局阿久根店 72-5060
□メープル薬局 62-9292

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○林泌尿器科クリニック 64-8800
○わかすぎ皮フ科クリニック64-1313
○柏木歯科クリニック 79-4618
□長島調剤薬局 64-5555
□すくすく薬局 72-5010
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□オレンジ薬局 79-3972
◇しみずこども医院 68-0633

□第 12 回長島おさかな祭り
（薄井漁港）

祝日には、国旗を掲げましょう！
● 11 月３ 日は文化の日です。
　文化の日は「自由と平和を愛し、文化をすすめる」ことを趣旨としています。

● 11 月 23 日は勤労感謝の日です。
　勤労感謝の日は「勤労をたっとび、生産を祝い、国民たがいに感謝しあう」
ことを趣旨としています。
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